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　杉並区社会福祉協議会（以下杉並社協）は昭和27年４月18日、都内で最初の地区社協とし
て誕生しました。昭和38年２月には社会福祉法人として認可を受け、公的性格を持つ民間福
祉団体として地域福祉向上に貢献するための体制を整えました。
　設立から60年、私たちは社会福祉協議会の使命である地域福祉の推進を図るため、変化す
る時代背景や地域の状況を踏まえ、さまざまな事業を計画し実施してきました。昨年は未曽有
の被害をもたらした東日本大震災から、災害ボランティアセンターの運営など多くのことを学
びました。
　全ての区民が安心して住み続けられる地域、また災害に強い地域を目指し、これからも杉並
社協の理念「ささえあう地域づくりが仕事です」のもと、職員一丸となって地域福祉向上のた
めにまい進してまいります。

地域の皆さまと共に60年

賛助会員を募集しています
賛助会員とは、杉並社協の理
念や事業に賛同し、社協を財
政面から支えてくださる皆さ
まです。
会費を納めていただくことが
会員としての「活動（協力）」
であり、それが地域福祉の推
進のための大切な財源となり
ます。
入会方法等につきましては、
裏面をご覧ください。

この払込取扱票をミシン目
で切り取って、ゆうちょ銀
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ださい。

手で切り取れます

口 座 記 号 番 号
口
座
記
号
番
号

金
額

金
額

（電話番号     -      -     ）

裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）（承認番号東第49461号）
これより下部には何も記入しないでください。

各
票
の
※
印
欄
は

ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い

日 附 印

日

附

印

振替払込請求書兼受領証

様
様

この受領証は、大切に保管してください。

平成24年度
賛助会員会費

東 京

いずれかに○印を
おつけください。

払 込 取 扱 票 通常払込料金
加入者負担

通常払込
料金加入
者 負 担

料
金

料
金

備
考

備
考

加
入
者
名

加
入
者
名通

信

欄

ご
依
頼
人

ご
依
頼
人

おところ（〒    -     ）
※

※

おなまえ

おなまえ

十百千十百千 万 円

十百千十百千 万 円

社会福祉
法  人杉並区社会福祉協議会

社会福祉
法  人

（平成24年度賛助会員会費）

杉並区社会福祉協議会
【会員種別】

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は

そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い

※

※

※

個人会員（年額1,000円以上）
施設会員（年額2,000円以上）
団体会員（年額2,000円以上）
地域団体会員（年額10,000円以上）
企業会員（年額10,000円以上）

切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

ふりがな



2

ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

すぎなみ社協　平成 　（     ）年　 月　 日 No.     号2012 5 1024 149

○ 杉並社協は一人ひとりのかけがえのない暮らしを尊重します。
○ 杉並社協は地域の声を受け止め、地域の方々と共に考え、共に行動します。
○ 杉並社協は地域のこれまでを大切にし、これからを提案します。

　「地域のために何かをしたい」、「気持ちはあるが忙しくて……」という皆さ
まのあたたかい心をお寄せください。杉並社協の活動資金の多くは、募金や
会費など皆さまからの寄附で賄われています。それが活動の原動力です。会
員になって「地域のささえあい」に参加いただきますようお願いいたします。

杉並社協では賛助会員を募集しています

ささえあう 地域づくりが 仕事です

杉並社協のマスコット
キャラクター「うぇるくん」は

「地域福祉の種」

福祉の
種を植える

ウェルフェア
（福祉）

ウェルカム
ご一緒に（という気持ち）

福祉の
種を植える

ウェルフェア
（福祉）

ウェルカム
ご一緒に（という気持ち）

という３つの想いが
   込められています。

すでに会員になられている方で、
会費を民生委員を通して納入い
ただいている方は、これまでど
おり、担当民生委員への納入を
お願いいたします。

お願い

社協はどんなこと
をしているの

　国や区の制度などでは解決できない、区民の皆さまの「困った！」を解決する
ためのお手伝いや、「何かやりたい」という方への応援に取り組んでいます。
　また、皆さんに地域福祉について関心を持っていただけるように広報活動やイ
ベント等を実施しています。
　災害時には、災害ボランティアセンターを立ち上げ、被災した区民を支援する
ためのボランティアの受け入れなどの調整をします。

会員になると
何かやらなきゃ

いけないのかしら

?

「社会福祉協議会」
ってなぁに

?
　社会福祉法で定められた民間団体で、公共性の高い事業を行っている団体です。
　社会福祉協議会（以下「社協」）は、各市区町村に 1 カ所ずつ設置され、その
地域に密着した地域福祉の推進を図っています。また、各都道府県に 1 カ所ずつ、
さらに全国社会福祉協議会があり、全国各地の社協とのネットワークを組み、日
本の社会福祉の増進に努めています。

　賛助会員の皆さまには、「会費」を納めていただくこと
が会員としての「活動（協力）」になります。納めていた
だいた会費が、地域福祉活動を進めていくうえでの大切
な財源となります。

?

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

総務課 総務係　☎ 03（5347）1010　　℻ 03（5347）2061

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。また、本票を汚した
り、折り曲げたりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局
の払込機能付きＡＴＭでもご利用いただ
けます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。

3万円以上
貼 付

収入印紙

印

杉並区社会福祉協議会 賛助会員会費

会費の納入をもって、入会手続きとさせていただきます。

次の①～③のいずれかの方法で会費を納入してください。入会方法

問 合 せ

切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

ご理解・ご協力ありがとうございます。

この場所には、何も記載しないでください。

杉並区社会福祉協議会　総務課総務係
杉並区荻窪５-15-13　あんさんぶる荻窪５階
電話　03-5347-1010

①この「払込取扱票」に必要事項（お名前・ご住所・会員種別）
をご記入の上、ゆうちょ銀行または郵便局でお振り込みくださ
い。（振込手数料はかかりません）

②杉並区社会福祉協議会の窓口へお越しください。
　 （開所時間：月～金曜日　午前８時30分から午後５時まで）
③お近くの民生委員・児童委員にお申し出ください。

入会に際し得た個人情報は、当会の事務事業の
範囲で利用させていただきますことをご了承く
ださい。
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【ケア 24】
Q　�介護予防って何をするの？一人で暮らしている高齢者が心配だ
けど……。介護の方法を教えてほしい。

A　�ちょっと相談したい、どうしたらいいか困っている、そんなとき、
ケア 24 にご相談ください。杉並社協では公共性、公平性とい
う特性を活かし、高齢者の生活を総合的に支えていく拠点とし
て、ケア 24梅里、ケア 24南荻窪、ケア 24永福の 3カ所を杉
並区から受託し運営しています。高齢者が、いつまでも住み慣
れた地域で、いきいき生活できるよう支援します。（ケア 24は
区内に 20カ所設置されています。）

　地域包括支援センター　ケア24南荻窪
☎03（5336）3724　　℻03（5336）3727

　地域包括支援センター　ケア24梅里
☎03（5929）1924　　℻03（5929）1925

　地域包括支援センター　ケア24永福
☎03（5355）5124　　℻03（5355）5125

【車いすの貸し出し】
Q　�いま、介護保険の申請をしていますが、歩行がやや不自由なので、
介護保険の認定がおりるまで、車いすを借りることはできますか？

A　�短期間貸し出すことができます。杉並ボランティア・地域福祉
推進センターまでご家族が取りに来ていただくか、お近くの民
生委員児童委員さんで車いすを保管いただいている方をご紹介
します。

Q　�子どもが骨折をしてしまいました。車いすを借りることができ
ますか？また、子ども用車いすがありますか？

A　�車いすの貸し出しはできますが、特に子ども用というものはあ
りません。介助用で座面が低く、少し小さいものがあります。

【ボランティアを募集したい】
Q　�イベントの運営を手伝ってくれるボランティアさんにきてほし
いのですが、誰か紹介してくれませんか？

Ａ　�登録制度ではないので、紹介ということはしていません。
　　�ホームページや当センターの情報紙『ボラン・て』で募集する
ことができます。

　　�また、窓口にきていただいたボランティアをしたいという希望
の方と、おつなぎする場合もあります。　　

【ボランティア保険について】
Q　�被災地支援のボランティアに行こうと思っていますが、ボラン
ティア保険に加入するように言われました。どのようにしたら
いいですか？

Ａ　�杉並ボランティア・地域福祉推進センターの窓口で手続きがで
きます。補償内容等お問い合わせください。

【きずなサロンについて】
Q　�ご近所とのつながりを作りたいのですが、参加できるところは
ありますか？

Ａ　�「きずなサロン」にご参加ください。きずなサロンは区内に 15
カ所あり、どなたでも気軽に参加できます。お茶を飲みながら
おしゃべりや手芸を楽しむサロン、子育て中のお母さんが集ま
るサロン等それぞれ特徴があります。きずなサロンでのつなが
りが、災害時等いざという時に生かされることが期待されます。

　　また、サロンを運営してみたい方もぜひお問い合わせください。

　杉並ボランティア・地域福祉推進センター
☎03（5347）3939　　℻03（5347）2063

【ファミリーサポートセンター】
Q　�子育ての経験はありますが、特に資格はありません。協力会員
になれるでしょうか？

A　�ファミリーサポートセンターでは、地域の方が協力会員になっ
て、お子さんの送迎や預かり等をしています。資格はなくても
協力会員として登録することができますので、一度ご相談くだ
さい。

【ホームヘルプサービス】
Q　�介護保険では「非該当」という認定結果でしたが、このところ
足腰が痛く家事をするのがつらいです。どなたか手助けしてく
れないでしょうか？

A　�ささえあい係のホームヘルプサービスは、地域の方が協力者に
なって、お困りごとの応援をしています。ただし、協力者は資
格を持った方とは限らないので、専門的なサービスはできませ
ん。おできにならない家事のお手伝いについて、具体的にご相
談ください。

　ささえあい係
☎03（5347）3131　　℻03（5347）2062

【生活福祉資金等の貸付制度】
Ｑ　�生活費がぎりぎりのため、長男の大学進学の入学金や入学後の
資金が足らず困っています。

Ａ　�生活福祉資金貸付制度の一つである教育支援資金の相談が可能
です。貸し付けまで約１カ月以上要しますので、受験の２カ月
程度前から相談ができます。早めにご連絡ください。

Ｑ　�再就職が決まりました。しかし、就職しても最初の給料が出る
までの生活費に困っています。

Ａ　�緊急小口資金の相談が可能です。申請から貸し付けまで約１週
間を要します。

※�生活福祉資金貸付制度は、所得の少ない世帯、障害者や介護を要する
高齢者のいる世帯に対して、その世帯の生活の安定と経済的自立を図
ることを目的に、資金の貸し付けを行うものです。

　総務係資金担当
☎03（5347）3134　　℻03（5347）2061

【一人暮らしを支えるしくみ】
Q　�最近、通帳や印鑑を失くしてしまうようになり心配です。一人
暮らしで頼れる人がいないので困っています。

A　�判断能力が十分ではない障害者や高齢者が安心して地域で暮ら
せるように、福祉サービスの利用手続き、公共料金や家賃等の
支払い、預貯金の出し入れ代行、書類等預かりサービス等の支
援を行っています。

　　※身体障害者や要介護者のご相談にも応じています。
 
Q　�一人暮らしで子どももいません。急な入院時や死後のことを頼
める身内がいないため不安です。

A　�十分な判断能力があり、頼れる親族がいない高齢者等を対象に、
「あんしん未来支援事業」を行っています。入院時の手続きや、
医療についての希望、緊急時の支払い等についてあらかじめ支
援方法を決めて契約し、いざというときに支援します。死後の
ことは公正証書遺言で決めておきます。

　あんしんサポート係
☎03（5347）1020　℻03（5347）2061

このマークは、目の不自由な方などのための「音声コード」で、コードの位置を示すために切り込みを入れています。
専用の読み上げ装置で読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。

Q&A杉並区社会福祉協議会“ 地域づくり ”事業

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。
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　平成 24 年４月、杉並社協は創立 60 周年を迎えました。
　７月 24日（火）午後１時から杉並公会堂で記念式典を開
催いたします。

　オープニング　演奏：杉並高等学校吹奏楽部
　式典：活動者表彰、高額寄附者表彰など
　�講演：「笑いや感動が可能性をひきだす」
　　　　講師  筑波大学名誉教授　村上和雄氏
　落語：桂平治師匠
　詳細は、７月 10 日発行のすぎなみ社協でお知らせいたし
ます。お楽しみに
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音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

　土曜日の窓口業務については、
平成 24 年７月から、下記のとお
り一部変更いたします。

●土曜日開所の変更について●

開所窓口
杉並ボランティア・地域福祉推進
センター：毎週土曜日
ささえあい係：第 1土曜日

閉所窓口
�総務係、資金担当、あんしんサポ
ート係は土曜日の窓口を閉じます。

昭和 27 年 ４月 杉並社協が都内の社会福祉協議会第１号として設立される
36 年 ７月 世帯更生資金貸付要領が制定され、東京都社会福祉協議会から事務を受託
38 年 ２月 杉並社協が社会福祉法人として厚生省より認可される
41 年 ５月 福祉活動専門員を置く

10 月 杉並区と共催で第 1 回社会福祉大会を杉並公会堂で開催
49 年 ５月 交通遺児へ援護金を支給（寄附を基に交通遺児援護事業を開始）
55 年 ５月 下井草ボランティア室開設
56 年 ４月 広報紙「杉並のボランティア（第 1 号）」を発行
57 年 ４月 車いす貸出事業を開始
60 年 ４月 杉並ボランティアコーナーを開設
61 年 ４月 第 1 回ふくしまつり開催（阿佐谷地域区民センター）

昭和 62 年 ５月 社会福祉士及び介護福祉士法制定
平成元年 ４月 厚生省よりボラントピア事業地区指定（2 年間） 平成元年 １月 厚生省が高齢者保健福祉推進 10 ヶ年戦略

（ゴールドプラン）を発表12 月 下井草ボランティア室において食事サービスをスタート
平成２年 ６月 高円寺北高齢者在宅サービスセンター（ふれあいの家）を区から受託運営 平成２年 ６月 福祉八法の改正
平成３年 11 月 和田堀地区地域福祉活動計画策定委員会発足 平成３年 ５月 育児休業法制定
平成４年 ９月 杉並区制施行 60 周年・杉並社協創立 40 周年記念第 27 回社会福祉大会開催（セシオン杉並）

12 月 清水高齢者在宅サービスセンター（ふれあいの家）を区から受託運営
平成６年 ８月 杉並ボランティアセンター開設 平成６年 12 月 エンゼルプラン発表、ハートビル法制定

10 月 和田堀地区地域福祉活動計画策定（きずなプラン）
平成７年 ２月 下井草ふれあいの家・荻窪ふれあいの家を区から受託運営 平成７年 １月 阪神・淡路大震災発生　ボランティア元年

２月 阪神・淡路大震災被災者支援のため職員派遣 12 月 障害者プラン作成
４月 高円寺北敬老会館を区から受託運営

平成８年 １月 上荻ふれあいの家を区から受託運営
６月 堀ノ内松ノ木サロン立ち上げ（サロン第 1 号）（平成 24 年 4 月末現在 15 カ所）

10 月 第 31 回杉並区社会福祉大会をもって本事業終了
平成９年 ６月 第 1 回うぇるフェスタ開催（以後毎年開催） 平成９年 12 月 介護保険法制定

平成 11 年 10 月 杉並ファミリーサポートセンター開設 平成 11 年 ６月 男女共同参画社会基本法施行
10 月 地域福祉権利擁護事業の開始 12 月 成年後見関連法の改正

平成 12 年 ９月 宮前ふれあいの家を区から受託運営 平成 12 年 ４月 介護保険法施行・成年後見制度関連法施行
５月 社会福祉法（旧社会福祉事業法）施行

12 月 児童虐待防止法施行
平成 13 年 10 月 杉並福祉サービス支援センター「あんしんサポート」開設
平成 14 年 10 月 杉並ＮＰＯ・ボランティア活動推進センター開設

12 月 50 周年記念社会福祉大会開催
平成 15 年 ４月 さんあい公社の解散に伴う事業受入（ヘルパーステーション、ホームヘルプサービス、ケアセンター）
平成 16 年 ４月 ふれあいの家デイサービス事業の自主運営開始 平成 16 年 10 月 新潟県中越地震発生

10 月 新潟県中越地震被災者支援のため職員派遣
平成 17 年 ６月 区と「災害ボランティア協定」を締結 平成 17 年 ４月 発達障害者自立支援法施行

９月 集中豪雨による水害被災者へボランティア派遣等支援
平成 18 年 ３月 ふれあいの家 4 所（高円寺北、清水、下井草、上荻）の運営から撤退 平成 18 年 ４月 障害者自立支援法施行

３月 ヘルパーステーション閉鎖、NPO 支援の受託終了 ４月 介護保険法改正
４月 杉並区地域包括支援センター　ケア 24 　3 所（南荻窪、梅里、永福）を区から受託運営  10 月 障害者自立支援法本格施行
４月 介護保険の認定調査事務を区から受託
４月 杉並ボランティア活動推進センター開設
４月 区と共同し、有限責任中間法人杉並区成年後見センター開設

平成 19 年 ３月 荻窪ふれあいの家の運営から撤退、ケアセンター閉鎖
４月 要介護認定調査事務受託法人として都から指定を受ける

平成 20 年 ３月 宮前ふれあいの家の運営から撤退 平成 20 年 ３月 「これからの地域福祉のあり方に関する研
究会」の報告により、地域における「新た
な支え合い」への一定の方向性が示された７月 あんしん未来支援事業を開始

７月 土曜日の全窓口を開所（あんさんぶる荻窪内の各事業部）
平成 21 年 ３月 実施計画策定（平成 20 ～ 23 年度） 平成 21 年 10 月 厚労省が新たなセーフティネットとして離

職者等への各種施策を打ち出す12 月 第 13 回うぇるフェスタ開催をもって本事業終了
平成 22 年 11 月 第 1 回すぎなみ地域福祉フォーラムを開催（以後毎年開催）
平成 23 年 ３月 実施計画改定（平成 23 ～ 27 年度） 平成 23 年 ３月 東日本大震災発生

３月 東日本大震災被災者支援のため職員派遣（東社協ブロック派遣）
４月 東日本大震災により災害ボランティアセンター運営支援のため杉並社協単独で職員派遣

（南相馬市へ６月まで派遣）

杉 並 社 協60年 の あ ゆ み 主な福祉の動向・その他


